
音友レコード倶楽部ＰＲ動画！
「音友レコード倶楽部」を
わかりやすく説明したＰＲ動画を是非ご覧ください。

常連の参加者との共同製作です。
撮影、編集はギター奏者の永瀬晋が担当。
新規参加の前に、ぜひご覧ください。
YouTube配信中。

同じ楽譜を用い、同じ音程を正確に弾
いているはずなのに、ヴァイオリンの演
奏は奏者によって驚くほど印象が異なり
ます。クラシック音楽を聴いていて「この
人の演奏は心に残る」「上手だけどイマ
イチ好きじゃない」などと感じることがあ
るのは、偶然ではないのです。そこには、
楽譜には書ききれない演奏者の個性が
存在しています。
その大きな要素の一つが、ボウイング
にあります。ボウイングというのは、弦楽
器の運弓のことをさします。弓を速く動
かすのか、ゆっくりと重みをかけるのか。
弦に対してどの角度で、どの位置で弾く
のか。指盤寄りで弾けばかなり繊細な
音色に、駒寄りで弾けばエッジの効いた
音色になります。そのように、音が透明
にも濃密にも変化します。さらに、フレー
ズの始まりをはっきり示すのか、自然に
立ち上がらせるのかといった選択にも、
奏者の美意識が表れる部分であります。
テンポの扱い方も重要です。全体とし

ては同じ速さに聞こえても、盛り上がる
箇所でほんの少し前に進むか、あるいは

間を取って余韻を強調するかによって、
音楽の表情は大きく変わります。そこに
加わるビブラートの幅や速さ、音を揺ら
し始めるタイミングも、音色の印象を決
定づける要因となります。
例えば有名なヴァイオリン曲を複数の
奏者で聴き比べてみると、「語りかけるよ
うに歌う演奏」「構造を明晰に示す演奏」
など、それぞれ異なる解釈が感じ取れま
す。それは単なる技術の優劣ではなく、
音楽とどう向き合い、何を伝えたいと考
えているかの違いがあらわれていると思
います。
ヴァイオリンは、人の声に最も近い楽
器だと言われることがあります。だから
こそ、奏者の感性や人生経験までもが音
に映し出されます。同じ曲が何度聴いて
も新鮮に感じられるのは、そのたびに異
なる「語り」を、聴く側が受け取っている
からなのかもしれませんね。
そんなことを頭の片隅に置きながら、
ぜひ色々なヴァイオリン奏者の音楽を聴
いてもらえたら嬉しく思います。

Bouno Naoki

ヴァイオリン奏者　坊野 称央己

ヴァイオリン王子が贈る "Buono!"なヴァイオリンのお話
同じ曲なのに違って聴こえる？奏者の個性について

Fujita Junji

音友レコード倶楽部：藤田 順治

川崎市国際交流センター 川崎市生涯学習プラザ

第157回ランチタイム・ロビーコンサート第31回外国人市民による
日本語スピーチコンテスト（入場無料）

●予定曲目
・子供の情景作品15より抜粋（シューマン）
・ワルツ、マズルカ各曲（ショパン）

●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団 総務室 総務係 ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5560　E-mail: concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28-41
ホームページ https://kpal.or.jp/

●お問い合わせ
公益財団法人川崎市国際交流協会
TEL 044-435-7000　E-mail:kiankawasaki@kian.or.jp
ホームページ https://www.kian.or.jp/

1973年東京都生まれ。幼少よ
り音楽を幅広く学ぶ。第2回
グリーン音楽フェスティバル
芸術部門成年の部にて第3位
入賞。現在、首都圏を中心に
コンサート・ライブハウスに出
演。作編曲家、ミュージックク
リエイターとしても活躍。

川崎で生活しながら、日本語を学んだり、仕事をしている
外国人の皆さんが、日本に来て体験したことや考えたこと
などを発表します。審査の合間には、ボリヴィアの民族舞
踊とフォルクローレの演奏があります。

●日時：2026年2月12日（木曜日） 
　12：00開場／12：10開演／12：40終演予定
●料金：無料
●場所：川崎市生涯学習プラザ・１Fロビー

●日時：2026年2月7日（土）
　　　  スピーチ　13:00～15:30（自由参加）
　　　  交流会　　15:30～16:30（要申込）
●ゲスト：グループ・パトゥフ
　　　　  ＆ロス・カルルナス
●主催：川崎市国際交流センター
　（指定管理者：公益財団法人川崎市
　  国際交流協会）

▲昨年の出場者

詳しくはこちら
▼
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音友レコード倶楽部
レコードコンサートのプログラムは
・Light music/軽音楽の集い 
 & Jazz Date/ジャズの集い
・持ち寄りタイム/持参レコード/CDを
 楽しむ集いで開催中

2026年
2月第206回
はお休みです。

出演：恩田優美子／ピアノ

今や飛ぶ鳥を落とす勢いのミュージシヤン、MISIA。
彼女は1998年2月21日シングル“つつみ込むように…”でBMG JAPANより

デビューしました。ＴＶドラマのヒット曲が多く『やまとなでしこ』主題歌
“Everything”、『JIN-仁-』主題歌“逢いたくていま”、『義母と娘のブルース』主題
歌“アイノカタチ”など長年に渡りさまざまなヒット曲を打ち出してきています。5
オクターブの音域を持ち、デビュー前よりクラブ・シーンで話題を呼んでいたこ
とから、先行発売されたアナログ盤は即日完売になったという事です。彼女の
デビューを機に、日本におけるR&Bカルチャーは広がりを見せるようになりまし
た。以前、彼女がリスペクトしていたシンガーはメアリー・J・ブライジ、エリカ・パ
ドウそしてリズ・ライト。みんな歌声にソウルを感じ取るヴォーカリスト達です。

MISIAが1998年2月にデビュー
音楽好きな友の会（音友会）

13歳からヴァイオリンを始め上野学園大学音楽学部
を卒業。アーティストサポートやイベントに多数出演
する他、武蔵小杉・元住吉エリアにて出張レッスンや
オンラインレッスンも展開中。

Violinist・坊野称央己
OfficialSite
naokibono-violin.com

▲『SOUL QUEST GRAND FINALE 2012』
　横浜アリーナ公演

みなさんこんにちは、ギタリストYuta 
Tanakaです。
前回はマレーシアついて書きました

が、今日は一昨年に4か月ほど世界一周
のクルーズ船で専属ミュージシャンとして
乗船してた時の話しをしたいと思います。
乗船前はいろいろ準備があり、船員と

して乗船するための講習を受けた
り、予防接種や健康診断をしたり
しました。
2023年７月末からクルーズは
始まりましたがまずは2週間弱の
日本一周クルーズからはじまりま
した。
演奏は毎日3～ 5ステージあり
4ヶ月ほどのクルーズ中休みは1
日だけだったと思います。船上は

インターネットもないので(当時購入すれ
ば使えましたが)毎日音楽と向き合えて、
練習もできて幸せな時間でした。
よく船酔いの事を聞かれますが船酔
いする人でも慣れるそうです。自分は船
酔いは大丈夫でしたが、夜お酒を飲んで
朝起きるとそんな飲んでないのに残って

ギタリスト：Yuta Tanaka
世界一周クルーズへ
世界旅と音楽～経験を音にする

連載07

 

第5回元住吉ミュージック・フェスティバル実行委員会

出場決定団体は2月1日より
決定団体のSNS、音友会HPより公開します。

Mマガジン表紙写真撮影ぼや記帳 撮影担当：イワサキ タイチ

寒い....もうすぐ冬至...まだ2時だというのに、もう陽が傾いて
夕方のようだ。光線がきつく、某公園で光の良い場所を求めて
転 と々撮影場所を変える。散歩日和ではあるのに、日向はまぶ

しく、日陰は暗い。もう少し雲がほしかったな。ビンテージサッ
クス（呼称間違っていたらすみません）も、西陽にギラギラせず
素敵な色。格好良く、快くポージングしてくれた島田氏に感謝。

る感じがしました笑(それも慣れましたが)
寄港地も降りれる時は降りれるので観
光したりもできとても楽しかったです。
食事3食ついていて、蕎麦やうどんな

ど和食やカレー、パスタなど様々なチョイ
スがありました。海がすきなのでデッキ
に出て眺める海は本当最高でしたね。

このクルーズ中に船内で録音し
てアルバムを作ろうと思っていま
した。
日々作曲活動する旅の途中、同

じ船内で演奏していたヴァイオリ
ニストと組む事になりこれが新た
なアイディアとなりました。
次回はそのアルバムの話しをし

たいと思います、
旅はつづく。

島田 啓助（しまだ けいすけ）：サックス奏者
東京都品川区出身。中学でサックスを始
め、明治大学入学後にB i g  S o u n d s  
Societ y Orchestraへ参加。2002年、山
野ビッグバンド・ジャズ・コンテストにて最
優秀賞および最優秀ソリストを受賞。卒業
後はあっぱく部屋、Good Neighbors Big 
Bandなどで活動し、Two D's、8083では
コンボでも演奏。2025年、創業100周年の
節目に実家の（株）島田青果代表取締役社
長をしながら「島田青果ジャズオーケスト
ラ」を結成。人との出会いを大切に、音楽を
ライフワークとして演奏活動している。

▲出港前の横浜・大桟橋の様子

https://ontomo.jp/

たくさんのアーティストが集い、
ジャズ、クラシック、ロック、ポップスなどの楽曲が一日中、
生演奏で聴けて楽しめる手作り音楽祭です。

お問合せ：mmf.info@ontomo.jp

11:00-20:00
2026.4

.25
sat.

Free

最寄駅 : 東急東横線･東急目黒線｢元住吉駅｣ 西口徒歩１0分
場　所：川崎市中原区木月祗園町2-2 　TEL：044-435-7000

フェスティバル
ミュージック
第5回元住吉

入場無料

主催 ＭＭＦ実行委員会／音楽好きな友の会
共催 Motton Club
後援 中原区／「音楽のまち・かわさき」推進協議会／（公財）川崎市国際交流協会／(公財)川崎市生涯学習財団／
 （公財）かわさき市民活動センター／かわさきFM（79.1MHz）／（公財）現代人形劇センター／人形劇団ひとみ座
協力 モトスミ・ブレーメン通り商店街振興組合／モトスミ・オズ通り商店街振興組合／井田中ノ町商栄会／木月一丁目町会／
 木月二丁目町会／木月三丁目町会／木月四丁目共和会／井田共和会第2町会／井田共和会第3町会／井田共和会第4町会／
 ソウリーヴ・ミュージック・スクール／島倉学ミュージックスクール／ムールドラムス／坊野称央己ヴァイオリン教室／
 ウチダインテリアデザイン／大塚電化サービス／横浜・カンファー・ツリー／Mマガジンサポーター各位　　　　　　　　 2025年4月現在

バル
ク
吉

於：川崎市国際交流センター・ホール

第5回元住吉ミュージック・フェスティバル（ＭＭＦ-2026）への沢山のご応募有難う
ございました。応募団体数は今回も常数の30組を越え、131名の演奏家の皆さんの
ご応募となっております（12月15日現在）。最終選考決定の出場団体は、2026年2月
1日（日）より出場団体のSNS、音友会ＨＰより紹介させて頂きますのでご覧願います。
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後援
●川崎市中原区
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A Free Magazine
that Promotes
Regional
Revitalization
through Music

Mマガジン
2026年2月16日号
2026年1月16日発行
（毎月16日発行）
第132号
発行・編集人：塚田親一
制作・編集：藤田順治／
大場明弘／江川公美
デザイン・表紙写真：岩崎太一
発行：音楽好きな友の会
川崎市中原区木月2-21-32
TEL 090-9398-2889
2026-1-16-800 Printing IT

2
February

2026

A Free Magazine that Promotes Regional Revitalization through Music

A Free Magazine that Promotes Regional Revitalization through Music 02 03

01



ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School
http://souleave-music.com/
元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
レッスンは8：00～22：00開始迄、詳細は要連絡

 全国のミュージシャン、および音楽活動に関わる人をネットワークし、そして演
奏の場を創り、ライブと楽曲の発信活動の後押し、が目的です。元住吉から世
界に向けて配信しています。
演奏者の方々で「モットンクラブ」から配信希望の演奏動画も募集しています。
（近郊で企画、運営可能なスタッフも募集中）♪♪掲載登録アーチスト募集中！！♪♪

ル・コンサートが行われており、この"シ
ング・シング・シング"はコンサートのク
ライマックスで演奏された曲としても知
られている。日本での公開は1939(昭
和14)年。以後戦後になっても日本で
はリバイバル上映は行なわれておら
ず、テレビでも放映された記録は見つ
からない。よって映画館での上映はお
よそ90年ぶりということになる。
1930年代後半から'40年代にかけて

のスイング時代には多くのスイング・バ
ンドが映画に出演しており、当時のSP
レコードより映画フィルムのほうがサウ
ンドが良い場合も多く、是非他の作品
も上映してほしい。

小棚木恵美子プロフィール
洗足学園短期大学音楽科卒業。オカリナ講師。
「思い通りに演奏できる！オカリナ上達のポイ
ン ト50」監修出版。神奈川・東京を中心に演
奏活動しています。
【催事の予約受付　090-2436-5985　花】
●毎月開催「オカリナカフェ」
　（オカリナ体験・レッスン）
・日時：第2・4週(水)、(金) ①14：00 ②15：00
・会場：コーヒースポット「ライフ」（武蔵中原
駅近く）　
一度どんな感じか吹いてみたいという体験
でも、長くオカリナ吹いているけど、今更聞け
ないお悩み事もお気軽にご相談ください。

Demura Katsuaki

出村 克明
Kotanagi Emiko

小棚木 恵美子
思い出し寄り道編の寄り道　ニューオリンズ

ブルースセッション　ペンタ＋ブルーノートb5　その2
Course: Addicted to Guitar

Nagase Susumu

ブルースロックピン芸人：永瀬 晋

好きなのに怖い1
オカリナに誘われて
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いつもお世話になっております。今
回もブルースセッション対策でマイナー
ペンタを掘り下げていきましょう！前回
はマイナーペンタトニック(ブルーノート
スケール)＋b5を「b5音を通過をメイ
ン」に使うという方法をご紹介させてい
ただきました。皆様実際に使っていた
だいた感じいかがでしたでしょうか。こ
の手法だけでもマイナーペンタオン
リーよりもかなりバリエーションは作れ
ると思いますが、今回は別のアプロー
チ「露骨にb5で伸ばす」という手法の
ご紹介。早速譜例です。KeyはA7。フ
レーズの入りや執拗な繰り返しなど、b5
を弾く頻度をかなり増やしています。音

の響き的に言い方を変えると、現代的
なジャズで使われる「アウト」感が出て
くるとも言えますね。聴いた感じかなり
耳に引っ掛かるフレーズになりますが、
個性的な音を求める方などには個人的
にこちらの方がオススメです。現代的
な音楽ですと、メジャーキーでもマイ
ナーキーでも(メジャーキーでは同じ音

である#11と解釈することも)使う人は
ガンガン使ってきますので、ギタリスト
ですとスコット・ヘンダーソン、グレッグ・
ハウあたりを聴いていただけると参考
になると思います。是非武器の一つとし
て引き出しに入れておいてください！と
いうわけでまた次回！

　前号ではニューオリンズのブードゥー
教繋がりでハイチのフランソワ・デユバ
リエと云うブードゥー教の司祭でもあっ
た大統領がゾンビの逸話を利用して恐
怖政治を行っていた話でした。その
1960年代、アメリカ合衆国はジョン・F・
ケネディが大統領に。1962年のキュー
バ危機を境にアメリカ合衆国とソビエ
ト連邦は冷戦真っ只中、アメリカはカリ
ブ海に浮かぶ諸国が共産主義に拡大し
ていくのを懸念し、ハイチに対して民主
主義や人道的立場から経済的支援は停
止しましたが縮小した軍隊は残してい
たようです。
　西アフリカからハイチを経てニューオ
リンズへ渡ったブードゥーは奴隷制度
下でキリスト教カトリックと集合し発展
しました。フランス植民地時代だったこ
ともあって神様の名前はフランス名で.
と前号でも話しましたが時を経て観光
のアイテムにもなり、それが隠れキリシ
タンならぬ隠れブードゥー (ヨルバ)の
術なのか、それで儀式で使う太鼓も許
されていたかもしれません(前号で掲載
したブードゥー教の儀式で太鼓を叩い
ている写真)。ルイ・アームストロング・
パークへ行った時、多分ブードゥー教と
思われる集会でしょうが、古びたコンガ
を叩く老人と二十人くらいの女性が白い
衣装を纏い頭も白い布を巻いて輪にな
って踊っているのを目にしました、熱量
は全く感じなく、おしゃべりしながら集
っている感じで太鼓も触っている感じ
でした。公園の隣はアフリカ系の人達
が多く住むコンゴスクウエアでそこの
信者の人達が木立も多く広々としてい

るのでのんびりとブードゥーにかこつけ
て井戸端会議でもと来たのでしょうか。
見ているのは僕だけで、彼らの生活の
一部を垣間見ている様な違和感を覚え
離れました。この公園にはトランペット
とハンカチを手にしたルイ・アームスト
ロングの大きな銅像が立っていて、マヘ
リア・ジャクソ
ン・シアターも
この公園の中
に在りました。
そしてブードゥ
ーと云えばのミ
ュージシャン、
ニューオリンズ
で生まれ育ち
同地を拠点に
活動し、ニュー
オリンズ音楽
文化の象徴となっている ドクタージョ
ン。彼はブルースの重鎮とも言われてい
ますが、ブードゥーをニューオリンズの
土着的な精神文化として深く関わり、彼
の音楽性や神秘的なキャラクターに影
響しています。Dr.Johnと云う名前も実

パーカッション奏者
コンセプチュアルアーチスト
現代アートでは空気、無を梱包して送る
エアメールアートを展開している。

���������
@emiko55395
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Instagramも是非のぞいてください
https://www.instagram.com
/emiko55395/

私が中学生になって、クラリネットを
始めて、夏のコンクールに初めて出た
時、大きなホールで沢山のお客様の前
で演奏するのがすごく楽しく感じたの
が、強烈に思い出に残っています。私は
この時演奏する楽しさを存分に味わい
ました。でも、それ以降、ステージの上は
ただただ緊張で、手も足も震えて私こん
なに緊張して何やってるんだろうと思っ
ていました。これって、どうしてなのかな？
と最近考えるんです。今はそんな怖い思
いは全くなくて、お客様は沢山来て下
さった方が俄然テンションが上がりま
す。大好きな事をしてるのに、あの時の
心の中は恐怖でいっぱいというのが、不
思議です。思いついたのは、人前に立
つと私をみんなが査定してると思ってた
のかもしれないということです。それは、
コンサートを聴きに行った時の以前の
私の頭の中です。特に短大時代は酷
かった。
そんな私が変われたのは、アドリブの
講座に出会ったことが大きいです。即興
で演奏する講座では楽譜を使いません。
セッション形式で演奏するときは、テー
マを担当すると知ってる曲を記憶を頼り
に演奏したりします。途中からわからな
くなったら、思い出すところまで即興で
繋いだり。今まで、楽譜通りに吹くこと

が正解だった私には、テーマを吹いてと
言われるのが最初恐怖でした。でも、他
の人の演奏を聴いていくうちに、すごく
オリジナリティーが出てるのが面白くな
りました。その講座ではみんなの良いと
ころを話合います。これって、とっても大
事で、私は影響受けやすいので、すっか
り良い所を探す思考に変わっていきまし
た。今まで、楽譜と合ってるかを重視して
いた生活から、ちょっとくらい、たまには
大分楽譜と離れてしまっても、即興音楽
としてそれはとっても魅力的な音楽。そ
の人の音楽が聴けるそんな風に思いま
す。そして良いところ探しをしていると、
自分が嬉しくなれる。それが、きっと人前
で演奏する楽しさにつながるのかもしれ
ない。だって、大好きな音楽でみんなを
喜ばせられたら、私は幸せだから

渋谷に『シネマヴェーラ』という映画
館がある。主に邦画、洋画の旧作を上
映する名画座である。2週間～1か月単
位で特集が組まれ、今ではほぼ見るこ
とのできない作品がかかる貴重な映画
館である。昨年12月に『ミュージカル・
ミュージカル』と題して1930年代～'40
年代のハリウッド・ミュージカル24本の
特集があった。「トップハット」「青春一
座」「雨に唄えば」「巴里のアメリカ人」
といったフレッド・アステア&ジン
ジャー・ロジャースをはじめジュディー・
ガーランドやジーン・ケリーらの主演作
品が上映され、好きな方にはたまらな
いラインナップであった。筆者もミュー
ジカル映画好きのひとりとしてこのライ
ンナップから目に留まった作品を見に
出かけた。「聖林ホテル」(1937、原題
Hollywood Hotel、写真①)である。主
演はディック・パウエル、ローズマリー・
レイン、ローラ・レイン、ヒュー・ハーバー
ト。監督は多くのミュー
ジカル映画を演出し、ま
た振付師でもあるバス
ビー・バークレー。またこ
の映画にはスイングの王
様、ベニー・グッドマン楽
団が出演しており、実は
グッドマン楽団見たさに
見に出かけたのだ。
当時、『ハリウッド・ホ

テル』というラジオ番組
があり、実際にあるハリ
ウッド・ホテルのオーキッ
ド・ルームから毎週放送

していたそうで、この番組を題材にした
内幕コメディなのだが、この映画の見ど
ころは筆者的にはベニー・グッドマン楽
団の演奏シーンである。劇中、グッドマ
ン楽団がオーキッド・ルームに出演する
ことになりそのリハーサルシーンで、あ
の"シング・シング・シング"が演奏され
る(写真②③)。本映画のアメリカでの
公開は1937(昭和12)年12月20日。時
まさにスイング時代であり、グッドマン
楽団は全米No.1のスイング・バンドとし
て絶大な人気を得ていたころである。
'37年ということは最年長のグッドマン
でも28歳、他メンバーも20代前半と皆
若く、ドラムのジーン・クルーパ、トラン
ペットのハリー・ジェームス、ピアノのテ
ディ・ウイルソン、ヴァイブラフォンのラ
イオネル・ハンプトンらの火の出るよう
な演奏が展開されるのだ。アメリカ本
国での公開からほぼ1か月後の'38年1
月16日にはあの有名なカーネギーホー

Ohba Akihiro

DJ担当：大場 アキヒロ

映画館で見る「聖林ホテル」(1937)
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▲2026年発表会 　ピリカノンノの皆さん

▲③ 劇中のベニー・グッドマン▲② シング・シング・シング演奏シーン

▲① メインタイトル

す。毎日増える数字に一喜一憂してい
ます。有名なミューシャン達は一億回と
か行きますが、そんなのは夢の話。素
人の僕はこんな感じで少しづつの努力
をしています。いつかは登録人数も
10000人を突破する事を夢に見ながら

毎週末、路上でのストリートライブを
やっています。
これをご覧の皆様、是非僕の動画を
ご覧下さい。そしてもし良ければ、視聴
者登録、いいね、コメントなどいただけ
るとありがたいです。

Yonezawa Mitsugu

サックス奏者：米澤　貢

YouTubeのこと
サックスと私
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際に存在していたブードゥー教の司祭
からで、彼のアルバム「Gris-Gris」や
「Night Tripper」、等多くがブードゥー
の神秘主義と結びついています。
　ニューオリンズにこれほどのオカルテ
ィズムがあるとは驚きましたが観光案
内にも「ゴーストツアー」や色々な「ミス
テリーツアー」がレストランやライブハウ
スの宣伝と同じくらい載っています。墓
地ツアーも人気があるようで、その墓地
の傍を通ったので入口から見ましたが
そこは富裕層の墓地で有名らしく墓は
地面から高く階段があって大きく石造
りされた立派なお墓でした。（脱線：僕
は多摩墓地の傍に住んでいますが、そ
こにもかなり立派なお墓があります。そ
の内今はやりのインバウンドってので観
光客が大勢来たら水飴でも売りますか
ね）ニューオリンズは土地が低く中心部
はゼロメートル以下に位置していて、ハ
リケーンが多く幾度もミシシッピ川が
氾濫し被害を及ぼしました（それで富裕
層は立派な墓を造ったのでしょう）、特
に２００５年８月のハリケーン・カトリー
ナが襲った爪痕は今も残ってます、墓
も水没し土葬された死人が漂い、家は
廃墟になり、こんな様子とゾンビ伝説
等が本物の幽霊や霊が集まりやすい環
境が出来たかも知れません、又この環
境がブードゥー教やフレンチオカルティ
ズム等と相まってニューオリンズの独特
のサブカルチャーに。
　偶然にも「怪談（KWAIDAN）」の著者
小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）が日本
に来る前10年間ニューオリンズに滞在
してた事等を書こうとしてた矢先、NHK
で小泉八雲夫妻がモデルの朝ドラ「ば
けばけ」と云うのを現在放送中と今日
はじめて知りました。彼はニューオリン
ズでブードゥーやクレオール文化を・・・
　次号へ。

YouTubeを始めて三年が経ちまし
た。毎週アップするストリートパフォー
マンスのショートと一曲丸々の動画は、
既に300コンテンツを超えました。今ま
でで最も再生されたショートは“千の風
になって”の100000回、動画の方は“栄
光の架け橋”の59000回で、どちらも約
三年かかっての回数です。
ところが12月の初めにアップしたク

リスマス・イブのショートが3週間で50
万回を超えました！更に動画でアップし
た“雪の華”が2週間で52000回の再生
を記録し、それに伴い殆ど増えていな
かった登録人数が1000人近く増えまし
た。これまで毎週コツコツとアップして
来たのが一挙に花開いた感じなんで

今回は故プミポン国王と音楽につい
て書きます。前タイ国王のプミポン国王
は実はウィーン国立音楽大学から博士
号を授与されていて49の楽曲を残して
います。ジャズ風の作品がほとんどで
前国王自身もピアノやトランペット、
サックス、クラリネットを巧みに演奏し
ました。プミポン国王はタイ国民から大
きな尊敬を集め、それゆえジャズもタイ
の人々には馴染み深くとても愛されて
います。私自身もプミポン国王の曲を
演奏する機会は非常に多く、参加した
バンコク・プロ・ムジカの国王の作品集
を演奏するコンサートツアーでアセア
ン諸国の他、韓国やヨーロッパ、日本で
も東京と大阪で演奏しました。プミポン
国王の曲は基本ピアノや歌のための曲
が多く、それらの曲を弦楽合奏と木管
楽器のための版に編曲されたのが前
国王の枢密顧問で音楽家のアサニー・
プラモート氏で、アサニー氏の指揮の

元、世界ツアーがタイ文化庁の主催で
行われました。すごくラッキーだったの
はやはりアサニー氏による主導でプミ
ポン国王の作品を世界に紹介するとい
う事でタイの文化庁も力を入れていて、
どの国に行っても最高級ホテルにタイ
の税金で宿泊できた事です。タイ国民
じゃないのに（笑）東京と大阪では帝国
ホテルに宿泊しました。もう絶対自腹
では泊まれないホテルば
かりでした。各国のタイ
大使公邸で豪華な歓迎
パーティーが開かれ、多
くの大使に私のことを認
知していただけました（メ
ンバーで外国人は私と前
号で書いたイギリス人
ヴァイオリニストのマイケ
ル氏だけだったので余計
に）。リハーサルはアサ
ニー氏の家で行われ、練

習後はアサニー家の料理人が作った
ディナーをみんなで食べて飲み放題。
もうほんと楽しかった。アサニー氏自身
も作曲家で多くの優れた作品を残され
ています。プミポン国王は2016年に崩
御されましたが、まるでその跡を追うよ
うにアサニー氏も2017年に他界されま
した。とても良くしていただいただけに
残念でなりません。

Nakagawa Yukihisa

チェリスト：中川 幸尚

前タイ国王である故プミポン国王と音楽

特別寄稿　Conversations　音楽談議/オーディオ談議

▲アサニー氏とバンコク・プロ・ムジカ

▲ルイ・アームストロング公園
の銅像

▲ニューオリンズ コンゴスクウエア

▲Dr,John/Gris Gris

▲DR.JOHN/THE NIGHT TRIPPER
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